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足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

３
月
末
日
に
締
め
切
り
が

迫
っ
た
「
第
24
回
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
タ
ウ
ン
・
足
利
」
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
作
品
の

応
募
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
入
選
作
品
は
絵
ハ
ガ
キ
や

ポ
ス
タ
ー
、
カ
レ
ン
ダ
ー
に

採
用
さ
れ
「
新
し
い
足
利
の

魅
力
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
係
り
で
は
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
取
り
上
げ
ら

れ
な
か
っ
た
足
利
の
魅
力
を

表
現
し
た
作
品
を
募
集
し
て

い
る
。

◆
応
募
資
格
：
特
に
な
し

◆
要
領
：
①
光
沢
仕
上
げ
の

カ
ラ
ー
・
モ
ノ
ク
ロ
プ
リ
ン

ト
（
Ａ
４
判
以
上
）
で
、
ス

ラ
イ
ド
、
組
写
真
、
合
成
写

真
は
不
可
。
日
付
の
プ
リ
ン

ト
は
極
力
避
け
る
こ
と
。
②

平
成
30
年
以
降
に
撮
影
し
た

未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

に
限
る
。
③
応
募
点
数
は
一

人
３
点
以
内
。
④
応
募
作
品

の
返
却
は
不
可
（
但
し
入
選

作
品
以
外
で
返
却
希
望
の
場

合
は
、
取
り
に
こ
ら
れ
る
方

の
み
返
却
）
※
全
応
募
作
品

は
展
示
会
に
出
品
さ
れ
る
。

◆
締
切
：
３
月
31
日
（
日
）

当
日
消
印
有
効

◆
表
彰
：
最
優
秀
賞
１
名

（
賞
金
３
万
円
）
・
優
秀
賞

３
名
（
賞
金
２
万
円
）
・
ま

ん
な
か
ま
ち
大
賞
１
名
（
賞

金
２
万
円
）
・
佳
作
15
名

（
賞
金
５
千
円
）
そ
の
他
副

賞
あ
り

◆
後
援
：
足
利
市
・
足
利
市

教
育
委
員
会
・
（
一
社
）
足

利
市
観
光
協
会

◆
問
合
せ
：
総
務
課（
☎
21

│
１
３
５
４
）　
　（
戸
叶
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

着
物
を
着
て
ま
ち
あ
る
き
を

楽
し
む
「
足
利
道
楽
・
楽

ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ア
ー
２
０
１

９
春
」
を
４
月
29
日
に
開
催

す
る
。

　
モ
ダ
ン
な
柄
と
斬
新
な
色

使
い
が
当
時
の
女
性
に
好
ま

れ
、
昭
和
初
期
に
爆
発
的
な

人
気
を
博
し
た
大
衆
着
物

「
足
利
銘
仙
」
。

　
同
ツ
ア
ー
は
ヘ
ア
ア
レ
ン

ジ
、
人
力
車
の
乗
車
体
験
な

ど
の
プ
ラ
ン
も
あ
り
、
参
加

者
に
は
ま
ち
な
か
の
飲
食
店

な
ど
で
の
様
々
な
サ
ー
ビ
ス

や
、
茶
の
湯
サ
ー
ビ
ス
（
抹

茶
・
和
菓
子
付
き
）
の
特
典

が
あ
る
。

◆
日
時
：
４
月
29
日
（
月
・

祝
）

◆
参
加
費
：
大
人
３
５
０
０

円
、
子
供
（
２
歳
以
上
小
学

生
以
下
）
２
０
０
０
円

◆
定
員
：
先
着
50
名
（
定
員

に
な
り
次
第
締
切
）

◆
申
込
み
：
観
光
課
（
☎
21

│
１
３
５
４
）
ま
た
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(http://

www.ashikagadouraku.
jp/)

　
　
　  

（
前
原
記
）

　
３
月
１
日
か
ら
企
業
採
用

情
報
の
公
開
並
び
に
就
職
説

明
会
が
解
禁
と
な
り
、
６
月

の
選
考
開
始
に
向
け
て
就
職

活
動
が
本
格
化
す
る
な
か
、

足
利
商
工
会
議
所
と
足
利
地

区
雇
用
協
会
（
冨
田
隆
会
長

／
当
所
副
会
頭
）
で
は
、
次

に
よ
り
２
０
２
０
年
春
に
大

学
・
短
大
・
専
門
学
校
等
を
卒

業
予
定
の
学
生
を
対
象
に
、

地
元
企
業
の
人
事
担
当
者
と

の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス（
合
同
企

業
セ
ミ
ナ
ー
）を
開
催
す
る
。

　
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
、
来
春

新
卒
採
用
を
計
画
し
て
い
る

地
元
優
良
企
業
約
30
社
が
参

加
す
る
予
定
で
、
学
生
に

と
っ
て
は
一
度
に
た
く
さ
ん

の
企
業
と
出
会
う
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
情
報
で

は
わ
か
ら
な
い
会
社
の
雰
囲

気
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
就

職
ガ
イ
ド
を
随
時
更
新
し
て

お
り
、
同
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参

加
す
る
企
業
の
求
人
情
報
や

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
リ

ン
ク
を
掲
載
し
て
い
る
。

◆
日
時
：
４
月
19
日
（
金
）

午
後
１
時
受
付
開
始
／
午
後

１
時
30
分
ス
タ
ー
ト

◆
場
所
：
足
利
商
工
会
議
所

友
愛
会
館

◆
参
加
企
業
：
来
春
新
卒
採

用
を
行
う
30
社
を
予
定

◆
対
象
学
生
：
２
０
２
０
年

３
月
卒
業
の
大
学
・
短
大
・

専
門
学
校
生
等

◆
申
込
方
法
：
工
業
課
ま
で

☎（
21
│
１
３
５
４
）ま
た
は

メ
ー
ル（acci@

watv.ne.jp

）

で
申
込
み
。
　
（
長
島
記
）

　
「
ゆ
う
あ
い
共
済
」
に
加

入
一
年
以
上
の
事
業
所
役
員

・
事
業
主
を
対
象
に
「
Ｖ
Ｉ

Ｐ
向
け
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク
検

診
」
を
足
利
市
医
師
会
の
全

面
協
力
に
よ
り
実
施
す
る
。

ゆ
う
あ
い
共
済
は
、
足
利
商

工
会
議
所
会
員
の
た
め
の
共

済
と
し
て
現
在
１
５
０
０
事

業
所
が
加
入
し
て
い
る
。
受

診
後
に
対
象
者
１
名
に
つ
き

一
律
１
万
円
を
助
成
す
る
。

募
集
定
員
は
１
０
０
名
で
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。
早
め
に
申
込
み
を
。

実
施
要
項

◆
実
施
日
：
随
時

◆
場
所
：
足
利
市
医
師
会
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
本
城

３
丁
目
）※
４
月
１
日
移
転
。

◆
費
用
：
実
費
３
万
８
千
円

程
度
（
但
し
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
社
会
保
険
加
入

者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
完
納
者
助

成
金
が
あ
り
、
同
助
成
金
を

併
用
す
る
と
実
費
５
千
円
〜

２
万
円
程
度
で
受
診
可
能
）

◆
検
査
項
目
：
身
体
測
定
、

眼
底
検
査
、
心
電
図
、
腹
部

超
音
波
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ

ン
、
胃
・
十
二
指
腸
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
肺
機
能
、
尿
検
査
、

便
潜
血
、
血
液
検
査
（
肝
機

能
・
糖
代
謝
・
尿
酸
値
・
腎

機
能
）
そ
の
他
。

　
詳
細
は
、
総
務
課
（
☎
21

―
１
３
５
４
）
ま
た
は
ア
ク

サ
生
命
保
険
㈱
足
利
営
業
所

（
☎
43
―
０
６
２
３
）
ま

で
。
　
　
　
　
（
登
石
記
）

　
足
利
の
春
の
一
大
イ
ベ
ン

ト
「
足
利
春
ま
つ
り
」
は
、

４
月
13
日
か
ら
５
月
19
日
ま

で
の
一
カ
月
間
、
４
月
29
日

に
行
わ
れ
る
恒
例
の
「
足
利

ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
ク
」
を
メ

イ
ン
行
事
に
実
施
さ
れ
る
。

今
年
は
、
新
元
号
の
制
定
と

Ｊ
Ｒ
６
社
が
展
開
す
る
大
型

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
栃
木

ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／

群
馬
プ
レ
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
）

に
呼
応
し
、
期
間
中
市
内
の

観
光
施
設
、
商
業
会
等
の
関

係
団
体
・
市
民
団
体
が
行
う

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

な
ど
を
網
羅
し
て
内
外
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
で
、
足
利
へ
の

来
街
者
増
を
図
る
べ
く
開
催

さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
（
亀
山
記
）

主
な
記
事
か
ら

マ
ル
経
資
金
を
ご
利
用
下
さ
い
。（
年
利
1
・
11
％
で
２
０
０
０
万
円
ま
で
。無
担
保
・
無
保
証
人
） 

　「
も
の
づ
く
り・商
業・サ
ー
ビ
ス
生
産
性
向
上
促
進
補
助
金
」の
公
募
が
開
始
さ
れ
た
。締
切
は
、５
月
８
日

（
水
）（
第
二
次
締
切
）。ま
た
、店
舗
改
装
や
販
路
開
拓
等
の
取
組
み
に
活
用
で
き
る「
小
規
模
事
業
者
持
続
化

補
助
金
」の
公
募
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。当
所
で
は
、こ
れ
ら
の
補
助
金
を
業
務
拡
大
の
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し

い
と
積
極
的
な
活
用
を
呼
び
か
け
て
お
り
、持
続
化
補
助
金
導
入
を
検
討
す
る
事
業
所
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。詳
細
は
折
込
チ
ラ
シ
参
照
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
本
島
記
）

来年度の事業計画を審議・常議員会………2頁
応援します！ 新しいお店…………………4・5頁
補助金の公募開始！…………………………6頁

足
利
商
工
会
議
所
茶
の
湯
愛
好
会
月
釜
の
ご
案
内
＝
4
月
7
日（
日
） 
茶
の
湯
愛
好
会（
足
利
公
園
内
白
石
山
房
）で
開
催

　足利商工会議所青年部では、「わたらせ婚～恋愛コンシェル
ジュがあなたの出愛をお手伝い～」を次の通り初開催する。
　同青年部は毎年秋に市内中心街（河北エリア）で織姫コンを主
管してきたが、結婚を真剣に考えている男女の出会いの機会を増
やそうと、今回新たに河南エリアで企画したもの。　
　当日は、意中のお相手が見つかるよう、異性の参加者全員と会
話を楽しんでもらう企画や、異性へのアプローチをお手伝いする
「恋愛コンシェルジュ」を配置し、一組でも多くのカップル成立を目
指す。

◇日時：６月２３日（日）　１５：００（集合） １５：３０～１９：３０
◇場所：ニューミヤコホテル足利本館９階
　　　　レストラン「ラ・ベルビュー」
◇参加：３０代～４０代の独身男女　男性３０名／女性３０名
　　　　※申し込み多数の場合は抽選
◇会費：男性６，０００円（税込）／女性３，０００円（税込）
◇申込：4月10日（水）～5月31日（金）
　　　　※１名でのお申し込みはできませんので、必ず２名１組
　　　　　でお申し込みください。
　　　　専用申込み用紙にてＦＡＸ21-1354またはWEBサイト
　　　　https://bit.ly/2C6S5uNからお申し込みを
※詳細は折込チラシをご参照ください。

革
新
的
サ
ー
ビ
ス
開
発
、試
作
品
開
発
等

販
促
用
チ
ラ
シ
作
成
、ネ
ッ
ト
販
売
シ
ス
テ
ム
等

来春採用予定の30社が参加

地域企業就職ガイダンス

で あい

わたらせ婚

であい

春の婚活事業　初開催！！～恋愛コンシェルジュがあなたの出愛をお手伝い～6

23日

4
19金

3
31日

ま
で

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
タ
ウ
ン・足
利 

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

足
利
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
ク

足
利
春
ま
つ
り

4
29祝

日月

4
29祝

日月

日土

4
13

日日

5
19

き
も
の
を
着
て
ま
ち
な
か
散
策

足
利
道
楽・楽
ジ
ュ
ア
リ
ー
ツ
ア
ー

Ｖ
Ｉ
Ｐ
向
け
ミ
ニ
人
間
ド
ッ
ク

役
員
・
事
業
主
対
象
ゆ
う
あ
い
共
済
加
入
者
特
典

も
の
づ
く
り
補
助
金

持
続
化

  

補
助
金

締
め
切
り
迫
る
！！前回最優秀賞「商売繁盛！！繁盛！！繁盛！！」八木橋裕介さん
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足
利
風
土
祭
「
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ

コ
ー
ス
」
で
は
、
参
加
店
が

「
音
楽
演
奏
」
や
「
ト
ー
ク

イ
ベ
ン
ト
」
、
「
マ
ナ
ー
講

座
」
等
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
と
足
利
産
の
食
材

（
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
イ
チ
ゴ
）
を
使
っ
た
料

理
で
来
場
者
を
も
て
な
し

た
。
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
コ
ー
ス
」

は
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
足
利
ゆ

か
り
の
作
家
作
品
を
展
示
、

「
ほ
ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク
」
は

千
円
の
ほ
ろ
酔
い
セ
ッ
ト
を

49
店
が
提
供
し
、
来
店
客
を

も
て
な
し
た
。
（
前
原
記
）

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
、

郷
土
出
身
の
書
家
で
詩
人
の

相
田
み
つ
を
の
作
品
展
を
、

春
と
秋
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
て
開
催
し
て
き

た
が
、
今
回
は
ア
フ
タ
ー
Ｄ

Ｃ
に
合
わ
せ
て
４
月
26
日
か

ら
５
月
19
日
ま
で
友
愛
会
館

「
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
カ
ッ
サ
」

を
中
心
に
市
内
３
カ
所
で
作

品
を
展
示
す
る
。

　
相
田
み
つ
を
の
原
点
と
も

い
え
る
足
利
の
商
店
主
ら
に

支
え
ら
れ
た
初
期
か
ら
中
期

の
作
品
を
、
パ
ト
ロ
ン
と
も

言
え
る
こ
う
し
た
商
店
主
の

皆
さ
ん
か
ら
作
品
を
借
り
受

け
、
開
催
す
る
。

◎
相
田
み
つ
を
ふ
る
さ
と
展

（
入
場
無
料
）

◆
会
期
：
４
月
26
日
（
金
）

〜
５
月
19
日
（
日
）

※
期
間
中
は
、
土
・
日
・
祝

日
も
開
館

◆
時
間
：
午
前
10
時
〜
午
後

５
時

◆
会
場
：
足
利
商
工
会
議
所

友
愛
会
館
1
階
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
カ
ッ
サ
」

　
　
　
　
　
　
（
戸
叶
記
）

　
あ
し
か
が
『
美
』
食
ま
つ

り
実
行
委
員
会
（
委
員
長
：

早
川
慶
治
郎
商
工
会
議
所
会

頭
）
で
は
、
市
内
34
店
舗
で

「
あ
し
か
が
美
人
®
」
の
ト

マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ

チ
ゴ
の
い
ず
れ
か
を
使
っ
た

メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る
あ
し

か
が
『
美
』
食
ま
つ
り
を
開

始
し
た
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
Ｊ
Ａ
足

利
の
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
で
あ

る
「
あ
し
か
が
美
人
®
」
を

使
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
市
内
飲

食
店
が
提
供
す
る
こ
と
で
、

地
産
地
消
や
観
光
誘
客
を
推

進
す
る
も
の
で
５
月
12
日
ま

で
開
催
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
に
旬
を
む
か
え

る
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、
イ
チ
ゴ
の
様
々
な
味
わ

い
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
各
店
舗
が
オ
リ
ジ
ナ
リ

テ
ィ
溢
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
し
て
い
る
の
で
是
非
ご
賞

味
を
。

　
あ
し
か
が
『
美
』
食
ま
つ

り
や
各
店
舗
の
詳
細
は
、
足

利
商
工
会
議
所
友
愛
会
館
や

太
平
記
館
、
足
利
観
光
交
流

館
「
あ
し
・
ナ
ビ
」
等
で
配

布
し
て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

ま
た
は
、
足
利
市
観
光
協
会

『
足
た
び
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
。
　
　
（
五
月
女
記
）

　
第
５
回「
足
利
ま
ち
ゼ
ミ
」

が
、
足
利
冬
物
語
の
一
環
に

２
月
の
１
ヵ
月
間
行
わ
れ
、

過
去
最
多
の
52
店
舗
（
76
講

座
）
に
延
べ
8
0
0
名
が
受

講
し
た
。

　
ま
ち
ゼ
ミ
は
お
店
の
方
が

講
師
と
な
り
、
プ
ロ
な
ら
で

は
の
専
門
知
識
や
情
報
を
無

料
で
教
え
て
も
ら
う
少
人
数

制
の
ミ
ニ
講
座
の
こ
と
で
、

地
域
活
性
化
事
業
と
し
て
全

国
３
５
０
以
上
で
実
施
さ
れ

て
い
る
。
普
段
、
接
す
る
機

会
の
少
な
い
商
店
主
の
技
や

知
識
を
基
本
無
料
で
体
感
で

き
る
た
め
、
毎
回
参
加
者
が

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
安

心
し
て
受
講
し
て
も
ら
う
た

め
、
店
側
か
ら
の
販
売
・
勧

誘
が
一
切
無
い
こ
と
も
魅
力

の
一
つ
。

　
係
で
は
、
開
設
講
座
の
業

種
の
拡
大
、
内
容
の
充
実
を

図
り
、
お
店
と
お
客
様
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
店
舗
の
参

加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
問
合
せ
は
、
商
業
課
（
☎

21
│
１
３
５
４
）
ま
で
。
　

　
　
　
　
　
　
（
川
田
記
）

　
刀
剣
展
「
堀
川
國
廣
と
そ

の
高
弟
」
が
、
足
利
冬
物
語

の
関
連
事
業
と
し
て
２
月
４

日
か
ら
３
月
３
日
ま
で
、
友

愛
会
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・

カ
ッ
サ
で
行
わ
れ
、
市
内
外

か
ら
８
５
０
０
名
が
来
場
、

遠
く
大
分
県
や
広
島
県
か
ら

駆
け
付
け
た
フ
ァ
ン
も
い
た
。

　
同
展
で
は
、
安
土
桃
山
時

代
に
足
利
は
じ
め
各
地
で
優

れ
た
刀
剣
を
鍛
え
た
堀
川
國

廣
の
作
品
「
日
州
住
信
濃
守

國
廣
作
（
布
袋
国
広
）」

（
国
重
要
美
術
品
）
な
ど
11

振
り
が
展
示
さ
れ
た
。
期
間

中
、
田
中
町
の
刀
剣
研
究

家
・
田
部
井
勇
氏
を
講
師
に

鑑
賞
会
が
２
回
開
か
れ
、
１

２
０
名
が
参
加
し
実
際
に
真

剣
を
手
に
取
り
、
重
さ
や
感

触
を
確
認
し
な
が
ら
刀
剣
へ

の
理
解
を
深
め
た
。

　
同
展
は
、
市
内
へ
の
誘
客

や
回
遊
を
促
進
し
、
街
の
に

ぎ
わ
い
創
出
と
商
業
の
活
性

化
を
目
的
に
、
足
利
市
や
商

工
会
議
所
、
商
業
連
合
会
な

ど
の
関
係
団
体
で
組
織
さ
れ

た
実
行
委
員
会
が
開
催
し
た

も
の
。
　
　
　
（
川
田
記
）

「あしかが『美』食まつり」をＰＲする、写真左からＪＡ足利トマト部会の
大澤広幸部会長、同いちご部会の菊地俊一部会長、同アスパラガス部
会の赤坂安一部会長、足利ミス織姫の小野里理奈さん

刀剣研究家・田部井勇氏による刀剣鑑賞会
（株）ＹＯＵとオフィスチーコのコラボ企画
「ママに聞いてほしいお金の話」

料亭 相洲楼で行われた「衣装デザイ
ナー・芦川三枝子 Ａｙフラメンコと
近松と舞台衣装を語る」

香雲堂本店八幡店で行われた
「プティフォンティーヌのケーキ
バイキング」

52
店
舗
76
講
座
で
過
去
最
多 

述
べ
8
0
0
名
受
講

全
国
か
ら
８
５
０
０
名
が
来
館

刀
剣
展「
堀
川
國
廣
と
そ
の
高
弟
」

地
産
地
消
を
推
進

あ
し
か
が『
美
』食
ま
つ
り
開
催
中

郷
土
の
詩
人

郷
土
の
詩
人

相
田
み
つ
を
ふ
る
さ
と
展

相
田
み
つ
を
ふ
る
さ
と
展

足
利
産
食
材
メ
ニ
ュ
ー
で
16
イ
ベ
ン
ト
開
催

足
利
風
土
祭

ま
で

5

12日

　
足
利
冬
物
語
実
行
委
員
会（
委
員
長
：
早
川
慶
治
郎
会
頭
）主
催
の「
足
利
冬
物
語
」

が
２
月
１
日
か
ら
28
日
ま
で
の
１
カ
月
間
開
催
さ
れ
た
。期
間
中
、「
足
利
銘
仙
灯
り
」や

「
足
利
ほ
ろ
酔
い
ウ
ォ
ー
ク
」、伝
統
行
事「
節
分
鎧
年
越
」が
開
催
さ
れ
た
。食
と
文
化
の

融
合
イ
ベ
ン
ト「
足
利
風
土
祭
」や
市
内
参
加
52
店
の
店
主
が
プ
ロ
の
技・コ
ツ
を
伝
授
す

る「
足
利
ま
ち
ゼ
ミ
」、「
あ
し
か
が
映
像
ま
つ
り
」、刀
剣
展「
堀
川
國
廣
と
そ
の
高
弟
」

も
行
わ
れ
、冬
の
足
利
を
演
出
し
た
。

　
足
利
商
工
会
議
所
で
は
４
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
行
わ
れ
る
ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
に
合
わ
せ
、市
や
観
光
協
会

と
連
携
し
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。Ｄ
Ｃ
と
は
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
６
社
と
地
域
が
協
働
で
取
り
組
む
国
内
最
大
規
模

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。Ｄ
Ｃ
開
催
の
昨
年
の
足
利
市
の
観
光
客
入
込
数
は
、太
平
記
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
公
開
に
沸

い
た
平
成
３
年
を
上
回
り
、過
去
最
高
の
５
０
７
万
人
を
超
え
た
。ア
フ
タ
ー
Ｄ
Ｃ
で
は
継
続
し
て
ま
ち
の
賑
い
を

創
出
し
て
い
く
。

　足利商工会議所青年部では、足利春まつりのメイン行
事・足利まちなかウォークを女性会と共に主管で実施して
おり、さらなる魅力向上と商業活性化を図るのため、今年
度より、織姫神社と八雲神社間にチェックポイントを設け、

「ふれあいマルシェ」を開催する。
　ついては、下記により出店者を募集する。出店には、一定
の要件があるので、参加希望の方は、商業課（℡21－１３５
４）まで問合せを。
◆日　　時：４月２９日（月・祝）午前10時～午後４時（予定）
　　　　　　※荒天中止
◆出店場所：足利市さいこうふれあいセンター東側駐車
　　　　　　場（旧西小学校）
◆募 集 数：20ブース　（約3.8m×約2.3m　変形区
　　　　　　画有）
　　　　　　※出店申込みは1件につき1ブース。1店舗
　　　　　　　 2ブース以上は要相談。
◆募集締切：４月５日（金）※定員になり次第締切
◆出 店 料：１ブースにつき１，０００円（当日徴収）
◆出店内容：リサイクル品、日用品、衣類、不要贈答品、手
　　　　　　作り品等
　　　　　　※飲食関係の募集は行ないません。

ふれあいマルシェ出店者募集

足
利
冬
物
語

閑
散
期
に
賑
わ
い
を
創
出

閑
散
期
に
賑
わ
い
を
創
出

に
ぎ
わ
い
創
出
！！

ア
フ
タ
ー
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ま
ち
ゼ
ミ

ま
ち
ゼ
ミ

30

日月

日日

4

6
1

日金

日日

4
26

19
5
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足
利
税
務
署
で
は
、
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
電
子
申

告
（
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
）
な
ど
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
と

納
税
の
推
進
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
所
得
税
・
消
費
税
等

の
確
定
申
告
に
つ
い
て
、
自

宅
で
の
申
告
書
の
作
成
と
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
告
を

周
知
す
る
た
め
に
、
広
報
用

ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
両
毛
ヤ
ク
ル

ト
販
売
㈱
（
相
馬
稔
代
表
取

締
役
社
長
／
当
所
副
会
頭
）

の
協
力
を
得
て
、
広
報
用
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
付
し
た
同
社

の
販
売
用
バ
イ
ク
４
５
０
台

が
、
２
月
か
ら
３
月
末
ま
で

の
間
、
市
内
外
を
走
っ
て
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
た
申
告
と
納

税
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
に
先
立
ち
２
月
14

日
に
広
報
用
ス
テ
ッ
カ
ー
等

の
交
付
式
及
び
Ｐ
Ｒ
バ
イ
ク

の
出
発
式
が
行
わ
れ
た
。

　
な
お
、
国
税
庁
で
は
、
所

得
税
・
消
費
税
等
の
確
定
申

告
に
当
た
っ
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
「
確
定
申
告
特
集

ペ
ー
ジ
」
を
開
設
し
、
確
定

申
告
に
係
る
各
種
情
報
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、「
確
定

申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

及
び
「
ｅ
│
Ｔ
ａ
ｘ
」
へ
の

案
内
も
行
っ
て
い
る
。「
作
成

コ
ー
ナ
ー
」
を
利
用
す
れ
ば
、

自
宅
か
ら
簡
単
に
申
告・納
税

が
で
き
、
混
雑
す
る
税
務
署

の
申
告
相
談
会
場
で
長
時
間

待
つ
必
要
が
無
く
な
る
。

　
消
費
税
（
個
人
事
業
主
）

の
申
告
と
納
税
の
期
限
は
４

月
１
日
ま
で
。
期
限
内
申

告
・
納
税
を
。

　
家
庭
料
理
の
店
「
亨
」

（
な
お
・
宇
部
尚
彦
店
長
）

は
、
店
長
特
製
の
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
が
人
気
。
平
成
18

年
の
開
店
以
来
地
域
の
人
達

に
親
し
ま
れ
て
お
り
、

ち
ょ
っ
と
し
た
ホ
ー
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
や
二
次
会
等
も
楽
し

め
る
。

　
メ
ニ
ュ
ー
は
全
て
店
長
の

手
作
り
で
、
お
客
様
の
好
み

に
合
わ
せ
て
様
々
な
料
理
の

注
文
を
受
け
て
い
る
が
、
店

長
特
製
の
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ

（
１
０
０
０
円
）
は
、
毎
日

５
〜
６
時
間
じ
っ
く
り
煮
込

ん
で
ト
ロ
ト
ロ
に
柔
ら
か
く

な
っ
た
キ
ャ
ベ
ツ
を
大
き
な

挽
肉
に
包
み
こ
み
、
ト
マ
ト

仕
込
み
の
濃
厚
ソ
ー
ス
で
仕

上
げ
た
逸
品
。
キ
ャ
ベ
ツ
の

中
の
挽
肉
は
一
見
ハ
ン
バ
ー

グ
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
パ

ン
粉
、
卵
不
使
用
の
た
め
ア

レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
方
で
も
安

心
し
て
食
べ
ら
れ
る
。
テ
イ

ク
ア
ウ
ト
も
可
能
。

　
「
当
店
特
製
の
ロ
ー
ル

キ
ャ
ベ
ツ
を
ご
賞
味
く
だ
さ

い
。
一
度
食
べ
た
ら
ま
た
食

べ
た
く
な
る
こ
と
間
違
い
な

し
で
す
」
と
宇
部
店
長
。

　
営
業
時
間
は
普
段
は
正
午

か
ら
午
後
５
時
ま
で
だ
が
、

詳
細
は
問
合
せ
下
さ
い
と
の

こ
と
。
火
曜
定
休
。

　
　
　
　
　
　
（
長
島
記
）

　
足
利
フ
ァ
イ
バ
ー
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
田

野
雅
己
代
表
／
当
所
常
議

員
）
が
、
渋
谷
ヒ
カ
リ
エ
で

３
月
１
日
か
ら
３
日
間
開
催

さ
れ
た
「
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ 

Ｂ
Ｒ

Ａ
Ｎ
Ｄ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ

２
０
１
９
」に
出
展
し
た
。

　
同
展
は
、
国
内
外
で
展
開

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
プ
ロ

ダ
ク
ト
の
開
発
者
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
や
地
域
の
企
業
、
行
政

や
自
治
体
な
ど
、
ジ
ャ
パ
ン

ブ
ラ
ン
ド
に
関
わ
る
人
達
が

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ

て
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

構
築
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

　
２
日
に
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
、
メ
ン
バ
ー
の
高
橋

仁
里
氏
（
ガ
チ
ャ
マ
ン
ラ
ボ

㈱
）、
初
山
亮
二
氏
（
㈲
初

山
染
工
）、
三
木
要
氏
（
サ

ン
ポ
―
プ
ラ
ス
㈱
）、
田
辺

哲
久
氏
（
㈱
田
辺
レ
ー
ス
）

が
自
社
の
Ｐ
Ｒ
や
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
得
た
成
果
を
発
表
し

た
。
中
で
も
㈲
初
山
染
工
が

中
心
に
取
り
組
む
「
日
仏
産

学
連
携
に
よ
る
販
路
開
拓
」

に
つ
い
て
、
積
極
的
な
海
外

進
出
の
姿
勢
に
来
場
者
は
興

味
深
く
耳
を
傾
け
て
い
た
。

ま
た
、
会
場
内
で
製
品
や
素

材
を
展
示
し
Ｐ
Ｒ
に
努
め

た
。
　
　
　
　
（
前
原
記
）

　
「
Ｌ
ｏ
ｈ
ａ
ｓ
足
利
店
」

は
、
昨
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
弁
当
・
惣
菜
の
お
店

で
、
昼
は
学
生
や
主
婦
、
夜

は
仕
事
帰
り
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
店

内
は
明
る
く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー

ム
な
雰
囲
気
。

　
お
勧
め
の
唐
揚
げ
は
、
群

馬
の
一
般
的
な
割
烹
料
理
と

同
じ
作
り
方
で
シ
ェ
フ
が
毎

日
丁
寧
に
仕
上
げ
て
お
り
、

塩
味
の
ノ
ー
マ
ル
、
バ
ジ
ル

の
西
洋
か
ら
あ
げ
、
醤
油
味

の
昔
な
が
ら
の
か
ら
あ
げ
と

３
種
類
。
ヘ
ル
シ
ー
な
キ
ャ

ノ
ー
ラ
油
を
使
っ
て
い
る
。

ギ
ョ
ー
ザ
や
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

も
好
評
で
、
使
用
す
る
野
菜

は
主
に
自
家
菜
園
の
も
の
。

　
唐
揚
げ
（
１
人
前
２
８
０

円
）、
ギ
ョ
ー
ザ
（
３
７
８

円
）、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
（
５

８
３
円
）
は
ご
飯
の
お
か
ず

や
お
酒
の
肴
に
ピ
ッ
タ
リ
。

唐
揚
げ
弁
当
、
ギ
ョ
ー
ザ
弁

当
、
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
丼
、
さ

ら
に
唐
揚
げ
と
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
が
入
っ
た
ミ
ッ
ク
ス

弁
当
、
毎
日
シ
ェ
フ
が
考
え

る
日
替
わ
り
弁
当
な
ど
ど
れ

も
５
８
３
円
。
い
ず
れ
も
リ

ピ
ー
タ
ー
続
出
。

　
「
お
か
ず
、
お
弁
当
は
冷

凍
食
品
ば
か
り
…
。
そ
ん
な

声
を
良
く
耳
に
す
る
の
で
手

作
り
の
お
い
し
さ
を
お
勧
め

し
ま
す
」
と
代
表
の
影
山
さ

ん
。
注
文
は
電
話
予
約
が
お

勧
め
。

　
営
業
時
間
は
、
午
前
11
時

30
分
か
ら
午
後
６
時
30
分
。

土
曜
・
日
曜
定
休
。

　
　
　
　
　
　
（
北
川
記
）

　
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
悠
遊

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
２
月

21
日
、
織
姫
公
園
の
も
み
じ

谷
で
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
植
樹

を
行
い
、
悠
遊
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
メ
ン
バ
ー
と
市
の
関
係
者

ら
20
名
が
参
加
し
た
。
今
年

で
設
立
12
年
目
を
迎
え
た
悠

遊
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
市
内
を

中
心
に
両
毛
地
域
の
企
業
等

50
社
が
、
地
域
の
活
性
化
を

目
指
し
活
動
し
て
お
り
、
毎

月
、
行
政
関
係
者
や
各
団
体

か
ら
講
師
を
招
き
、
例
会
を

開
催
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
悠
遊
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
半
田
敏
雄
理
事
長
（
当

所
監
事
）
が
足
利
市
の
金
子

裕
之
都
市
建
設
部
長
に
モ
ミ

ジ
寄
贈
の
証
書
を
手
渡
し
、

植
樹
を
行
っ
た
。
同
会
の
モ

ミ
ジ
の
植
樹
は
今
年
で
４
年

目
を
迎
え
、
こ
の
日
50
本
の

モ
ミ
ジ
が
新
た
に
植
樹
さ
れ

た
。「
10
年
で
１
０
０
本
を

目
標
と
し
て
い
た
が
、
４
年

で
１
０
０
本
を
達
成
し
た
。

今
後
も
活
動
を
続
け
た
い
」

と
半
田
理
事
長
。

　
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
は
日
本
で

は
最
も
よ
く
見
か
け
る
モ
ミ

ジ
の
代
表
種
で
、
色
づ
き
が

良
く
秋
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に

は
鮮
や
か
な
紅
葉
を
見
せ
て

く
れ
る
。
　
　
（
亀
山
記
）

　
足
利
デ
ザ
イ
ン
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
専
門
学
校
（
田
鶴
志
郎

理
事
長
）
の
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ

ス
タ
・
２
０
１
９
が
、
商
工

会
議
所
等
の
後
援
を
受
け
２

月
23
日
・
24
日
に
東
武
駅
前

の
同
校
で
行
わ
れ
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ
は
、

同
校
に
通
う
学
生
の
卒
業
・

進
級
制
作
展
で
、
第
33
回
を

迎
え
た
今
回
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ン
科
、
ト
ー
タ
ル

ビ
ュ
ー
テ
ィ
科
、
美
容
総
合

科
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
サ

イ
ン
科
と
足
利
製
菓
専
門
学

校
の
パ
テ
ィ
シ
エ
科
の
計
５

科
か
ら
２
８
２
点
が
出
品
さ

れ
た
。

　
優
秀
作
品
に
対
し
て
は
、

後
援
団
体
等
が
表
彰
を
行
っ

て
お
り
、
商
工
会
議
所
会
頭

賞
に
は
彫
金
技
術
を
駆
使
し

魔
法
の
世
界
を
表
現
し
シ
ル

バ
ー
の
指
輪
や
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
制
作
し
た
市
川
陽
加

琉
さ
ん
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

デ
ザ
イ
ン
科
２
年
）
の
作
品

「
ｕ
ｐ
ｐ
ｅ
ｒ
　
ｍ
ａ
ｓ

ｋ
」
が
選
ば
れ
た
。
ま

た
、
市
長
賞
に
は
パ
ソ
コ
ン

上
で
遊
園
地
か
ら
の
脱
出

ゲ
ー
ム
を
創
造
し
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
し
た
稲
川
桃
花
さ

ん
（
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
デ
ザ

イ
ン
科
１
年
）
の
作
品
「
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
謎
」
が
、

観
光
協
会
長
賞
に
は
シ
ュ

ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
で
ウ
ェ
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
キ
を
作
り
虹
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
七
色
の
薔
薇
で

デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
佐
藤

広
菜
さ
ん
（
パ
テ
ィ
シ
エ
科

２
年
）
の
作
品
「
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
」
が
輝
い
た
。

　
期
間
中
は
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
科

に
よ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
学
生
の

ほ
か
多
数
の
市
民
や
企
業
関

係
者
が
訪
れ
、
学
生
た
ち
の

将
来
性
と
達
成
感
溢
れ
る
作

品
に
見
入
っ
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
（
漆
原
記
）

旭

町

５

２

７

電
話
０
２
７
７
│
46
│
８
１
４
４

大
人
気
の
弁
当・惣
菜
の
お
店

№890052

Ｌｏ
ｈａｓ
足
利
店

通
４
丁
目
２
８
０
８
│
４

電
話
０
９
０
│
４
５
９
０
│
４
７
４
８

特
製
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
が
話
題

№060020

亨（
な
お
）

通 信

日 赤

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

友
愛
会
館
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
ト
リ
オ
フ
ォ
ト
フ
レ
ン
ド
写
真
展

　
日
　
時
：
３
月
２９
日（
金
）〜
３１
日（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
場
　
所
：
友
愛
会
館
１
階「
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

　
問
合
せ
：
森
田
明
男
さ
ん

　
　
　
　
　
☎
０
２
８
４
│
２１
│
５
４
２
９

◆
制
服
販
売・お
直
し
受
付

　
日
　
時
：
４
月
３
日（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時

　
場
　
所
：
友
愛
会
館
４
階「
４
│
１
応
接
室
」

　
問
合
せ
：
㈲
サ
サ
ザ
ワ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　（
学
生
服
ゴ
リ
ラ
） 

　
　
　
　
　
☎
０
２
７
６
│
３３
│
７
７
７
５

足利ブランド

　足
利
商
工
会
議
所
で
は
関
係
機
関
と
の
連
携
の
も
と
に「
足
利

ブ
ラ
ン
ド
創
出
協
議
会
」を
設
置
し
て
、歴
史
と
伝
統
、豊
か
な
自

然
と
人
々
の
高
い
技
術
力
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
商
品
製
品

や
、足
利
ら
し
さ
が
感
じ
ら
れ
る
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
を「
足
利
ブ

ラ
ン
ド
」と
し
て
全
国
に
発
信
す
べ
く
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　足利うまいもの会は、足利市の食文化の向上や市内外か
ら訪れるお客様へのおもてなしの心を伝えることを目的に
昭和５３年に設立、今年４０周年を迎えた。飲食店21店、銘
菓・土産品店等7店が加盟している。当加盟店紹介では足
利商工会議所会員事業所のみを掲載。

足利うまいもの会協賛店
㈱丸川屋 大前町435　　　　62-0648

　 11：30～15：00 　17：00～22：00　 　木曜

まぐろ丼　加一

旬の味、自慢のまぐろ！！新鮮な素材とこだわりの店、加一
です。ランチや夜ランチも大好評！また、宴会、女子会、
法事などもご利用いただけます。飲み放題プラン、各種
宴会プラン、ございます。

「足利ゆずわいん」「孔府家酒」をはじめ
足利のお酒を各種取り揃えております。
足利のお土産にどうぞ。

営

TEL
休

ありがとう平成　平成最後のお花見
足利公園さくらまつり　３月２３日（土）～４月７日（日）
　足利公園さくらまつりは、地元商業会が中心となって「皆で楽しめる花見」をコンセプトに開催されており、
期間中は広場が２００個の提灯でライトアップされる。
　３月３１日（日）には、「織姫ギタークラブ」による篠笛やフォークギターとのコラボ、「織姫二胡クラブ」に
よる演奏、おなじみの「グリーンローズ」による楽しい踊りパ
フォーマンスが披露される。

（主催：足利公園桜まつり実行委員会）

第１１回足利しだれ桜さんぽ道　３月３０日（土）～４月７日（日）
※日程は桜の開花状況により変更となる場合あり

　「歴史と文化と花のまち　足利」の名所の一つとしてＰＲ
し、鑑賞してもらおうと開催しており、旧袋川沿いに７２本あ
る「しだれ桜」は毎年見事な花を咲かせ、道行く人の目を楽
しませてくれる。期間中午前９時から午後５時（予定）まで、
さくら通りクリニックの東側では交通規制が実施される。

（主催：足利しだれ桜さんぽ道実行委員会）

鑁阿寺お堀桜ライトアップ　３月２７日（水）～４月４日（木）
※日程は桜の開花状況により変更となる場合あり

　国宝「鑁阿寺」では、毎年実行委員会が中心となってお堀
桜のライトアップを開催しており、お堀に映る幻想的な夜桜
が楽しめる。
　ライトアップは、午後６時（日没後）から午後９時まで。

（主催：鑁阿寺お堀桜ライトアップ実行委員会）

　「第３回ツール・ド・とちぎ」開催に伴い、足利市内では交
通規制が実施される。大会を安全に開催するため、ご理
解、ご協力をお願いします。
　問合せは、足利市教育委員会事務局市民スポーツ課

（☎２０─２２３２）まで。
◆開催日：３月２２日（金）・２３日（土）・２４日（日）
　※足利市を通過するのは、３月２４日（日）＜第３ステー
　　ジ（大会最終日）＞
◆交通規制実施日：３月２４日（日）
　足利市交通規制予定時間　12：00頃～14：30頃
　※交通規制中は全面通行止めとなるため、道路の通行・
　　横断ができません。
　※規制時間内は歩行者のコース内の横断も制限されま
　　す。

◎ツール・ド・とちぎとは･･･
　栃木県全域を舞台として２年かけて県内全市町を走破
する、全国に先駆けたＵＣＩ（国際自転車競技連合）公認の
サイクルロードレース。国内外で活躍するレーサーが、「と
ちぎ」の魅力あふれるコースをトップスピードで駆け抜け
るので、ぜひご観戦を。

足利桜まつり情報

『第３回ツール・ド・とちぎ』
 開催に伴う交通規制

会頭賞にｕｐｐｅｒ ｍａｓｋ
市川陽加琉さん（クリエイティブデザイン科２年）

進
級
制
作
展
に
２
８
２
点
が
出
品

第
３３
回
デ
ザ
イ
ン
フ
ェ
ス
タ

自
宅
か
ら
ネ
ッ
ト
申
告
が
便
利
！

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
が
ｅ
┃
Ｔａｘ
を
Ｐ
Ｒ

織
姫
公
園
も
み
じ
谷
に
イ
ロハ
モ
ミ
ジ
を
植
樹

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

悠
遊
フ
ォ
ー
ラ
ム

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
出
展

足
利
フ
ァ
イ
バ
―
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

足利商工会議所会頭賞
市川陽加琉さん（クリエイティブデザイン科２年）と
作品「ｕｐｐｅｒ　ｍａｓｋ」

足利市長賞
稲川桃花さん（クリエイティブデザイン科１年）と
作品「アトラクションの謎」

足利市観光協会長賞
佐藤広菜さん（パティシエ科２年）と
作品「グラデーション」

バイクにステッカーを貼る相馬稔社長（左）と髙田哲朗署長（右）

足利にはこんな文化もありました。素朴
でヘルシーな“玉ねぎ”と“片栗粉”の
シューマイです。

からりこシューマイ
350円（税込）
お土産パック 冷蔵7個　400円（税込）

勉強亭本店
足利市伊勢町３-２-３
　 11：3０～14：3０
　 17：００～21：００　　 
　 火曜
　　０２８４-42-４９０７

バターしょうゆ味の和風スパゲッティを
たっぷりの大根おろしとしぼりたてレモ
ンでお楽しみください。

みぞれ風スパゲッティ
800円（税込）

レストラン ぽるか
営
足利市柳原町８６２-１
　 11：3０～20：3０
　 月曜（祝日の場合は営業）
　　０２８４-41-2673
　　０２８４-41-３３８８
　　polka@watv.ne.jp

TEL
FAX

休

E-mail

通4丁目2802　　　21-4141
　 9：00～18：00　　日曜営 休

TEL
営 休

TEL

●

●鑁阿寺

足利
学校

ロハス

昭
和
通
り

●
花園幼稚園

善徳寺

●

織姫神社

西金商店

交番 丸川屋舟定屋

両毛線
亨

●●

●

●

【訓練の様子】 【反省会の様子】

　足利赤十字病院は、２月１６日に安足健康福祉セン
ター、足利市医師会、足利市消防署、足利市社会福祉
協議会と合同で大規模災害対応訓練を実施した。
　今回は、足利市を震源とする直下型地震（震度６強）
を観測し、この地震により、足利市のライフラインは停
止、多数の傷病者がいることを想定し、被災時の対策を
検証することを目的として訓練が実施された。
　当日は、足利市内の一般市民が患者役となり、発災か
ら災害対策本部立ち上げ、トリアージエリアの設営、救
急車による救急搬送を行い、院内に設置した重症・中等
症・軽症エリアで傷病者の受入、訓練終了後には訓練参
加者による反省会が行われ、今回の訓練評価者からの意
見をふまえて改善事項を入念に見直した。
　いつ起きるか分からない災害に対して、地域の中核
病院としての役割を果たせるよう、また、地域の皆さ
まが安心して生活が送れるよう、引き続き訓練を行っ
ていく。

大規模災害を想定した
　　　　　　対応訓練を実施

3
24日日


